
も

売
渡
米
七
四
、
五
八
三
袋

　
　
　
昨
年
よ
り
約
二
万
袋
の
減
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
限
度
数
量
を
大
巾
に
下
廻
る

　
今
年
産
米
の
売
渡
数
量
が
役
場
産
業

課
に
て
ま
と
ま
っ
た
の
で
報
告
い
た
し

ま
す
。
生
産
者
別
売
渡
限
度
数
量
九
六

四
三
四
袋
に
つ
い
て
は
、
六
月
三
十
日

付
で
そ
れ
ぞ
れ
配
分
さ
れ
豊
作
を
願
っ

て
来
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
稀
に
み
る

異
常
気
象
に
よ
り
冷
害
型
穂
首
イ
モ
チ

等
に
た
た
か
れ
、
米
の
出
荷
量
も
大
巾

に
落
ち
込
み
、
限
度
数
量
一
二
、
八
五

一
袋
も
返
納
と
云
う
残
念
な
事
態
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

品
種
別
に
見
ま
す
と
、
五
百
万
石
、
フ

ジ
、
・
・
ノ
リ
、
越
路
早
生
等
が
一
番
被
害

が
大
き
く
、
八
月
上
旬
出
穂
期
を
迎
え

、、

昭和51年12月10日発行

　　第205．号

新潟県松代町公民館

電話松代7－230踊蜀
ー
、
＞
、
厨

1
　
　
　
κ

た
早
生
系
の
品
種
が
長
雨
低
温
、
日
照

不
足
等
に
よ
り
大
被
害
を
受
け
た
訳
で

す
。
今
年
産
米
の
売
渡
数
量
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。

尚
、
こ
れ
ら
の
被
害
に
よ
り
政
府
に
売

渡
し
が
困
難
な
生
産
者
の
、
指
示
数
量

変
更
減
額
補
正
、
二
一
、
四
一
五
袋
（
ウ

ル
チ
一
、
○
八
二
戸
　
二
〇
、
三
五
〇
袋
、

モ
チ
　
ニ
五
五
戸
　
一
、
〇
六
五
袋
）

に
つ
い
て
は
先
般
十
一
月
二
十
九
日
開

催
の
農
業
委
員
会
の
同
意
を
得
ま
し
た

の
で
、
生
産
者
別
に
変
更
申
請
を
認
め

通
知
い
た
し
ま
す
。

印刷・松代印刷所
、＾＾＾＾＾＾＾＾A　　　　　　　　　『㌔’へ

冬の感電事故にご注意！ノ

　　　　　東北電力からのお願い

　
雪
お
ろ
し
の
時
は
引

込
線
や
ト
ラ
ン
ス
な
ど

に
雪
を
あ
て
な
い
よ
う

に
。
ま
た
、
電
線
や
ト

ラ
ン
ス
に
近
寄
ら
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
．
・
ン

靴
　
z
　
義

　
　
　
〃
　
　
　
～

、

昭和51年産米売渡状況
　　　　　　　　　　（511210現在単位袋：30Kg入）

ウ　　ル　　チ　　米 モチ米 合　　計

限度数量． 売渡数量 売渡の内訳 限度数量 限度数量 売渡数量、

92，346

（89933）

72，198

（gqoO7）

鰍
　　　　4乳541そ馳ウ2げ（492。5

4，088

（3626）

2385
a673）

9◎434
ga559）

74，583

（93644）

自
主
流
通
米

　　　　3，631越路早生（印28）

　　　　◎805コシヒカリ
　　　（6508）
　　　　　495越みのを）
　　　　（788
　　　　ε473ホウネンワセ

　　　　qoO77
酒　　　米La253
（五百万石）Q乳701

1．昭和50年度決算見込の状況　（性質別）

上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
の
財
政
状
況
の
お
し
ら
せ

　
組
合
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
組
合
管
内
の
皆
さ
ん
に
良
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
毎
年
二
回
財
政
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
昭
和
五
〇
年
度
決
算
（
見
込
）
と
昭
和
五
一
年
度
一
般
会
計

の
九
月
末
現
在
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

区　　　　分 金　額 構成比

才
　
　
　
　
　
入

1分担金及び負担金 73＆go押 gal％

z使用料及ぴ手数料 2，110 α3

翫国庫支出金 1α560 L3

生財　産　収　入 τ131 09

5寄　　附　　金 0 0
a繰　　越　　金 1L580 L5

ヱ諸　　収　　入 ε205 α7

＆地　　万　　債 1τ000 2．1

9県　支　出　金 1，185 α1

計 793β74 10α00

才
　
　
　
　
出

L人　　件　　費 545053 708

2物　　件　　費 5ao79 69

3維持補修費 L225 α2

4補　助　費　等 ◎203 α8

義普通建設事業費 44β46 翫8

G公　　債　　費 9291 L2

z積　　豆　　金 109683 14．3

＆投資及ぴ出資金 50 αo

計 769430 10α00

793，674千円

76軌430千円

　24．244千円

計
計
額

　
　
引

合
合
差

　
　
出

入
出
歳

　
　
入

歳
歳
歳

（1）



　
　
い

　
　
さ

　
　
下

　
　
開

　
　
痢

　
　
轍
“
」

　
　
は

　
　
方

　
　
の

　
　
人
難

　
　
　
困

　
　
　
行

す
病
歩

まし行運が車上雪

　また冬になりました。町では少しでもみなさんのご苦労をやわらげ

ようと、毎年雪上車を運行しています・

今年は更に増車して別記配車で運行を計画していますのでご利用く

ださい。

留意事項　全線共通です
①　降雪その他により時間のずれがあります。

②　降雪がなく、路面良好の場合は運行を中止することがあります。

③　日曜日・祝祭日は運行しません。

　◎但し、降雪の状況により圧雪を必要とする場合は運行します・

④　前記以外、緊急・急患要請の場合は出動運行します。

⑤　燃料費として一回の乗車につき、

　　3㎞未満・・…　100円

　　3㎞以上・・…　200円
⑥その他　　○印は寄ります・

を丁戴いたします。

×印は寄りません。

南　　部　　地　　区

◎定期運行　毎週　下　　　山～松代線
　　　　　　　東山・海老～松代線

◎定休日　毎週　　水曜日
◎運転員　宮沢昌次　　下山

月・金曜日
火・木・土曜日
（但し、土曜日は海老まで）

さカ・もと　TEL7－9714

下　山　～　松代
下山発 池之畑 小屋丸 役場着

×
×

×
×

7．30分

13．00分 ×

8．3

14．00分

役場発 小屋丸 池之畑 下　山 海　老 下山着
9ρ（分

14．30分
×
○

○
○
下山着10」0分
　　15、

～く

×
×

下山発 東　山 海　老 下　山 池之畑 小屋丸 役場着

7．00分
（7。00

8．00分
（xl

8．20分
（7．30分）

O
（ ）

○
（
○ ）

○
（
○
） δ脇

役場発
13．30分
（1430分）

小屋丸
○
（
○
）

13之・

（8）
下　山
（8）

海
1
5 ．00分
（16．0（疏）

東
15．3
（×）

下
1
6 ．2（》分

（16．20分

東山・海老 ～松代線

（　）は土曜日の運行時間を示す・

2．昭和51年度予算執行1ガ兄　（51．4．1～51．930）

歳　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　出

区　　　分 予算額 収入済額 区　　　分 予算額 支出浮額

L分担金及び負担金 93◎35f円 45◎06f円 t議　　会　　費
36“円 10矛円

乞使用料及び手数料 2，000 U46 2総　　務　　費 95乳946 36q357

3．　　　　　1 80 0 L総務管理費 95ao57 36α209

4．財　産　収　入 9645 5151 （1）一般管理費 863432 36α209

a寄　　附　　金 1 O （2）退職手当基金費 4◎750 0
6繰　　入　　金 0 O （3）　…　　費 42，875 0
7繰　　越　　金 3000 24244 2特定地域防災対策費 生889 148

＆諸　　収　　入 ε600 LO79 3公　　債 織075 4932

9組　　合　　債 25000 0 4．予　　備　　費 1α290 0
計 98L677 48て681 計 98L677 365391

（3）
　　3．財産の状況（51．9．30現在）
（2》

有
価
証
券

電
信
電
話
債
券
（
割
引
債
）

　
額
面
　
二
、
三
四
〇
千
円

車
　
　
両

（1）建物

庁　舎名 構　　　　　造
面　積　セの

建築乳
1階 2階 計

上越北

消防署

本庁 木造二階建 11ε12 7ε76 19088 ぷ髄
償譲与分室 〃 74．18 3966 113．84

頸北消防署 鉄骨A　L　C板造二階建 19759 21925 416．84 1乳100

頸　南

消防署

全 ALC板造二階建 19759 21925 416．84 1宅100
1’

車1』 鉄骨造平家建 8238 8288 4，075

東頸消防署 鉄骨A：L　C板造二階建 19759 21925 416．84 1乳100

名豆分遣所 鉄骨コンクリートブロツク造平家建 189 189 τ980

松代　　〃 鉄骨コンク乎一トブロツク造二階建 135 56．25 19L25 て673

’　防本部 （1階　　）トタン葺 5L98 5198 4，500

’

工繍蜜 鉄骨造平家建 2624 2G24 L450

言 121519 88140 2096．9 ，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
　
1
　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
台

　
　
　
2
　
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自

　
　
　
　
　
動
車
　
　
　
　
　
一

　
　
　
3
　
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動

　
　
　
　
　
車
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
4
　
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ

　
　
　
　
　
自
動
車
　
　
　
　
　
一

　
　
　
5
　
屈
折
は
し
ご
付
消
防
ポ

　
　
　
　
　
ン
プ
自
動
車
　
　
一

　
　
　
6
　
防
災
工
作
車
　
　
二

　
　
　
7
　
救
急
自
動
車
（
日
赤
分

　
　
　
　
　
七
台
除
く
）
　
　
六

　
　
　
8
　
指
　
令
　
車
　
一
〇

　
　
　
　
　
　
計
　
　
　
　
四
一

候
　
基
　
金

　
　
　
職
員
退
職
基
金

　
　
　
　
　
一
四
八
、
四
二
五
千
円

　
　
　
財
政
調
整
基
金

　
　
　
　
　
一
〇
〇
、
○
○
0

4
　
地
方
債
の
現
在
高
（
五
一
、
九
＝
霧

　
消
防
施
設
整
備
事
業
債

　
　
　
　
　
　
　
七
八
、
六
五
二
千
円

　
o
D
郵
政
省
借
入
額
二
四
、
八
三
六

　
ω
市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合
会
借

　
　
入
額
　
　
　
　
　
二
九
、
一
一
六

　
鋤
新
潟
県
自
治
振
興
資
金
七
、
七
〇
〇

　
　
　
＠
資
金
運
用
部
資
金
一
七
、
○
○
0

5。

　
一
時
借
入
金
現
在
高
（
五
一
、
九

　
　
三
〇
現
在
）
　
　
　
　
　
○
千
円



区地貫4・

毎週　小貫～松代線　火・木曜日

　　　小貫～蒲生線　月・水・土曜日

金曜日

小　山　　弘　小貫　まいTEL7－8266

　小貫～松代線

◎定期運行

◎定休日
◎運転員

区地野室

　
　
5
2課箔

　
．
き

線
殊
さ

生
火
み

蒲
肝
野

～
　
室

宮大
　
　
雄

～野
　
英

室　
　
持

週◎定期運行毎

◎運転員米

小貫発 あざみ平 田野倉 役場着
7．00分

14．00分
○
○

○
○

8．30分

15．30分
役場発 田野倉 あざみ平 ノ￥貫着
9．00分

15．30分
○
○

○ 10．30分
16．30分

室　野　発 福　　　島 大　宮　着

7，00分

15．40分
○
○

7．20分

16．00分

大宮発 福　島 　室野 蒲　生 室　野

7．20分

16、00分
6

7．20分

1610分

・7．45分

室野着〕6．2（》分

8．20分

×

9．00分

×

小貫～蒲生線
小　貫　発 田　野　倉 蒲　　生
7．00分

15。00分
○
○

8．00分

16．00

蒲　生発 田　野　倉 小貫発
8．30分

15．30分
○
○

9．30分

16．20分

区地生蒲

支
一
芸

毎週　蒲生～松代線　　月・木・金曜日

蒲生～寺田～田野倉線　火・木曜日

蒲生　山岸利義　ちようべいEL7一一8279

　蒲　生　～　松代線

◎定期運行

◎運転員

嵐嚇軋“い

蒲　生　～　松代

蒲　生発 田　野　倉 役場　着
7．00分

15．30分
○
○

8．00分

16．30分

役場　発 田　野 蒲　生着
8．30
16．30分 ○

9．30分

17．30分

“
．
’
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ぽ

し
ぶ
み
俳
句
会
　
　
謝
、

　
　
　
　
　
　
春
山
他
石
先
生
選

51

・
1
0
・
26
　
六
花
居

菊
花
展
近
づ
き
日
覆
い
ね
ん
ご
ろ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ぢ

子
に
蹉
き
て
山
芋
掘
り
の
日
和
得
し

青
立
ち
砂
稲
残
さ
れ
て
刈
り
終
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

蒲生～寺田～田野倉線

蒲生発 田野倉 蒲　　生 寺田着
6．30分

×

6．45分

×

　7．00分
蒲生発】530分

7．30分

16．00分

寺田発 蒲　　生 田野倉 蒲生着
7．30分

16．00分

8．00分

16．30分
×
O

　×
17．00分

還
付
の
申
告
は
お
早
目

　
昭
和
5
1
年
度
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
と
納
税
は
、
2
月
1
6
日
か
ら
3
月
1
5

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
税
金
の

還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
は
2

月
1
5
日
以
前
で
も
受
付
け
て
お
り
ま
す
ゆ

　
税
が
還
付
さ
れ
る
人
は
：
：
－

①
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅

　
を
買
っ
た
人

②
　
病
気
な
ど
の
た
め
多
額
の
医
療
費

　
を
支
払
っ
た
人

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
て
損
害
を
受

　
け
た
人

雨
上
り
富
士
に
恵
ま
れ
秋
桜
　
六
　
花

や
Σ
遅
れ
来
た
る
男
の
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

校
庭
の
桜
紅
葉
も
夕
日
中
　
　
．
公
　
明

黄
落
や
頭
ン
上
の
空
晴
れ
渡
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

高
稲
架
に
風
窓
あ
り
て
月
こ
ぼ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

ハ
サ
解
き
で
と
な
り
の
窓
の
近
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
水

紅
葉
の
さ
か
り
過
ぎ
れ
ば
出
稼
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

④
　
51
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調

　
整
の
し
て
な
い
人

⑤
　
所
得
が
あ
ま
り
多
く
な
く
、
原
稿

　
料
や
、
配
当
な
ど
が
あ
る
人

⑥
　
予
定
納
税
の
あ
る
人
で
確
定
申
告

　
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人

　
　
　
　
　
　
－
1
；
な
ど
で
す
。

　
還
付
さ
れ
る
税
金
が
三
万
円
以
上
に

な
る
方
は
、
申
告
書
に
受
取
る
銀
行
や

農
協
な
ど
の
預
金
口
座
を
お
書
き
く
だ

さ
い
。
税
務
署
か
ら
振
込
み
さ
れ
て
、

受
取
り
に
出
向
く
手
数
が
は
ぶ
け
ま
す
η

　
　
　
　
　
　
　
（
高
田
税
務
署
）

交通事故の防止を

①
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
防
ぐ
た

　
め
、
装
備
を
完
全
に
い
た
し

　
ま
し
ょ
う
・

②
　
飲
酒
運
転
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
子
ど
も
の
安
全
を
保
護
い

　
た
し
ま
し
ょ
う
。

④
　
歩
行
者
は
き
ま
り
を
守
り
、

　
明
る
く
目
だ
つ
服
装
を
い
た

　
し
ま
し
ょ
う
。

（3）

、



保
健
衛
生
シ
り
ー
ズ
⑮

カ

ゼ

か
ぜ

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。

　
冬
か
ぜ
が
流
行
す
る
の
は
、
閉
鎖
さ

れ
た
環
境
に
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り

空
気
を
通
し
て
感
染
す
る
か
ら
で
す
。

で
す
か
ら
か
ぜ
を
ひ
き
た
く
な
い
人
も

か
ぜ
を
ひ
い
た
人
も
、
人
ご
み
に
行
か

な
い
の
が
予
防
の
出
発
点
と
言
え
ま
す
。

　
か
ぜ
の
病
原
体
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
ご

く
わ
ず
か
で
も
鼻
や
ノ
ド
の
粘
膜
に
く

っ
つ
け
ば
増
殖
し
て
病
気
を
起
こ
せ
ま

す
。
そ
の
く
ら
い
の
量
は
、
マ
ス
ク
の

ス
キ
間
か
ら
簡
単
に
入
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
し
て
口
や
鼻
に
入
っ
て
し
ま

っ
た
ウ
イ
ル
ス
は
、
う
が
い
く
ら
い
で

除
け
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
マ
ス
ク
や
う
が
い
で
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
予
防
で
き
る
と
思
う
の

は
ま
ち
が
い
で
す
。

　
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

一
、
小
さ
な
子
供
や
お
年
寄
は
な
る
べ

く
人
ご
み
に
出
か
け
な
い
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
ξ

●

風
邪

二
、
学
校
や
職
場
な
ど
に
行
っ
て
い
る

　
人
は
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
大

　
切
で
す
。
し
か
し
、
予
防
接
種
を
や

　
っ
て
も
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
予
防
率

　
で
す
。

三
、
十
分
な
栄
養
・
休
養
・
適
当
な
運

　
動
に
よ
り
抵
抗
力
を
つ
け
て
お
く
こ

　
と
も
大
切
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

　
　
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

一
、
余
病
の
心
配
も
あ
り
ま
す
の
で
、

　
ま
ず
医
師
の
診
察
を
受
け
て
下
さ
い
。

二
、
栄
養
を
と
っ
て
ゆ
っ
く
り
寝
て
い

　
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

三
、
ウ
イ
ル
ス
の
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ

　
ん
が
、
熱
や
せ
き
な
ど
の
症
状
を
お

　
さ
え
る
薬
が
あ
り
ま
す
。

四
、
症
状
が
と
れ
て
治
っ
た
と
思
い
、

　
学
校
や
職
場
に
出
て
ウ
イ
ル
ス
を
ま

　
き
散
ら
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
体
の

　
中
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
五
日
間
は
生
き

　
て
い
ま
す
の
で
、
五
日
間
は
人
ご
み

　
に
出
な
ー
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
．
」
主
人
に
耳
よ
り
な
話

　
”
奥
さ
ん
に
年
金
を
”

国
民
年
金
任
意
加
入
の
お
す
す
め

　
サ
ラ
リ
！
マ
ン
の
み
な
さ
ん
に
耳
よ

り
な
話
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
近
ご
ろ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

方
の
間
で
は
、
老
後
の
こ
と
、
特
に
年

金
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
女
性
の
一
生
は
、
結
婚
し
て
家
庭
に

入
り
、
家
族
の
中
心
と
し
て
働
き
、
そ

し
て
老
後
は
ご
主
人
の
年
金
で
暮
ら
す

．
．
：
．
と
い
う
の
が
一
般
的
ヶ
ー
ス
で

し
ょ
う
o

　
長
年
に
わ
た
り
苦
労
を
共
に
し
て
き

た
の
に
、
年
金
は
ご
主
人
名
義
と
い
う

の
は
、
女
性
に
は
何
か
割
り
切
れ
な
い

も
の
が
残
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
女
性
の
役
目
柄
と
は
い
え
、

老
い
て
も
、
家
計
の
や
り
く
り
か
ら
逃

れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
・
・
…
。

　
こ
の
よ
う
な
奥
さ
ん
に
、
少
し
で
も

そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に
、
「
年
金
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　
国
民
年
金
は
、
こ
れ
ら
サ
ラ
リ
1
マ

ン
の
奥
さ
ん
に
「
任
意
加
入
」
の
道
を

開
い
て
い
ま
す
。
　
（
農
業
と
か
商
業
の

奥
さ
ん
は
強
制
加
入
で
す
。
）

　
奥
さ
ん
が
国
民
年
金
に
加
入
す
れ
ば

夫
婦
そ
ろ
っ
て
老
令
年
金
が
受
け
ら
れ
、

よ
り
豊
か
な
老
後
の
生
活
が
送
れ
ま
す

し
、
障
害
年
金
や
母
子
年
金
な
ど
、
ま

さ
か
の
と
き
の
保
障
も
得
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、

ご
主
人
が
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て

い
た
期
間
（
任
意
加
入
で
き
た
期
間
）

が
老
令
年
金
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ

る
の
で
大
変
有
利
で
す
（
た
だ
し
、
年

金
額
の
計
算
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）

　
国
民
年
金
保
険
料
は
一
か
月
一
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僻

○
○
円
（
五
十
二
年
四
月
か
ら
二
、
二

〇
〇
円
）
で
す
が
、
よ
り
高
額
な
年
金

を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
付
加
保
険

料
一
か
月
四
〇
〇
円
を
合
せ
て
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
納
め
た
保
険
料
は
、
す
べ
て
社
会
保

険
料
と
し
て
ご
主
人
の
所
得
税
の
控
除

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
み
な
さ
ん
、
日
ご

ろ
の
内
助
に
報
い
る
意
味
で
も
、
ま
だ

奥
さ
ん
が
加
入
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

し
た
ら
、
ぜ
ひ
奥
さ
ん
を
国
民
年
金
に

加
入
さ
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
一
…
㌔
…
3
一
…
一
聯
…
冒
3
…
≒
…
曹
一
…
も
一
…
9
…
り
－
一
一
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峯
…
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一
…
も
．
…
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一
一
＝
…
ミ
リ
ロ
・
ま
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三
－
…
・
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甲
一
三
一
＝
…
…
…
辱

水
道
建
設
に

役
立
っ
た
国
民
年
金

　
昭
和
四
十
八
年
に
着
工
今
年
十
一
月

に
竣
功
し
た
松
代
町
簡
易
水
道
の
建
設

財
源
は
、
国
庫
補
助
の
外
に
「
年
金
積

立
金
還
元
融
資
」
を
受
け
て
建
設
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
が
国
民
年

金
保
険
料
と
し
て
納
入
さ
れ
た
「
年
金

積
立
金
」
は
、
本
来
の
機
能
．
目
的
に

沿
っ
て
安
全
・
確
実
か
つ
有
利
に
運
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
生
活
の
安
全

向
上
に
直
接
役
立
つ
住
宅
貞
生
活
環
境

整
備
（
水
道
等
）
、
厚
生
福
祉
施
設
（
病

院
・
老
人
憩
の
家
等
）
、
文
教
施
設
、

中
小
企
業
、
農
林
業
等
の
分
野
に
最
重

点
を
置
き
融
資
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

上越地区の求人案内を

　ダイヤル24－1139
　　　　　　でキャッチしよう

・あなたの家の電話や公衆電話で、最新の求人案内を

おきき下さい。

・24時間・365日無休です。
・週一回、新らしい情報と交換しています。
・ご希望の求人がありましたら下記へおいで下さい・

　　　　　　　　上越市本城町9－12
　　　　　　　　　上越南公共職業安定所
　　　　　　　　　TEL　（0255）23－6，21－3



乳
幼
児
検
診
、

カ
ら

　
今
年
も
春
と
秋
に
、
乳
児
検
診
、
二

才
児
検
診
、
三
才
児
検
診
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
は
大
島
保
健
所
主
催
で
赤

ち
ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
か
ら
は
中
止
に
な
り
ま

し
た
。

　
母
子
手
帳
の
改
正
に
よ
り
、
表
1
の

よ
う
に
身
長
・
体
重
の
大
中
小
の
身
体

発
育
値
の
基
準
も
変
わ
り
、
ほ
と
ん
ど

が
中
に
含
ま
れ
、
小
で
問
題
の
あ
る
乳

幼
児
は
ご
く
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
検
診
の
結
果
か
ら
み
て
、
主
な
問
題

点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

断
乳
が
お
そ
い

一
、
断
乳
が
非
常
に
お
そ
い
こ
と
で
す
。

　
一
年
で
離
乳
を
完
了
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
の
で
す
が
、
二
才
児
検
診
で

　
ま
だ
未
完
了
の
幼
児
も
い
ま
し
た
。

　
平
均
で
は
一
年
半
く
ら
い
で
す
。

　
断
乳
の
お
く
れ
は
、

　
L
母
親
の
身
体
的
負
担
が
大
き
い
。

　
2
幼
児
の
自
立
心
を
お
く
ら
せ
る
。

　
3
。
む
し
歯
の
原
因
に
な
る
。

　
そ
れ
で
、
満
一
才
に
な
っ
た
ら
母
乳

　
は
の
ま
せ
な
い
事
、
ミ
ル
ク
は
哺
乳

　
ビ
ン
で
は
の
ま
せ
な
い
事
が
大
切
で

　
す
。
し
か
し
栄
養
補
給
の
た
め
に
、

　
一
日
二
本
～
三
本
の
牛
乳
や
ミ
ル
ク

　
を
コ
ッ
プ
で
の
ま
せ
て
下
さ
い
。

二
、
む
し
歯
が
非
常
に
多
い
こ
と
で
す
。

　
む
し
歯
の
な
い
幼
児
は
、
二
才
児
検

　
診
で
は
、
春
検
診
し
た
三
十
三
人
の

　
う
ち
十
人
、
秋
検
診
し
た
二
十
九
人

　
の
う
ち
十
二
人
で
す
。
　
一
人
平
均
三

　
・
八
本
最
高
十
本
も
も
っ
て
い
る
幼

　
児
が
い
ま
し
た
。

　
三
才
児
検
診
で
は
、
春
検
診
し
た
四

　
十
一
人
の
う
ち
六
人
、
秋
検
診
し
た

　
四
十
四
人
の
う
ち
四
人
で
す
。
　
一
人

　
平
均
六
・
七
本
最
高
は
十
七
本
も
も

　
っ
て
い
る
幼
児
が
い
ま
し
た
。

　
む
し
歯
の
予
防
は
妊
娠
中
か
ら
始
め

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
又
食
事
や
お

や
つ
の
後
は
番
茶
か
さ
湯
を
の
ま
せ
る
。

発
達
に
応
じ
て
、
う
が
い
や
歯
み
が
き

を
さ
せ
る
。
断
乳
は
一
年
で
完
了
す
る
。

一
月
に
一
回
は
口
の
中
を
点
検
し
治
療

は
早
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

乳幼児身体発育状況表1

乳児 2才児 3才児

大
中
小

0人

30

5

3人

251

3人

25

5
幼児のむし歯の状況表2

年令別 2才児 3才児
検診月
受診数
　　籔

春
3
3
1
0

秋
29人

12

春
4
1人
6

秋
44人

4
1人

のむし
28本 67本

最高むし歯 10本 17本

検
診
の
結
果
む
し
歯
が
一
本
も
な
か
っ

た
幼
児
を
次
に
紹
介
し
ま
す
。

二
才
児
検
診

春
の
検
診
（
三
十
三
人
受
診
）

樋
口
靖
志
（
昭
一
）
松
代
、
高
須
和
世

（
昭
）
松
代
、
高
橋
将
樹
（
勝
）
千
年
、

小
堺
英
明
（
仁
太
郎
）
蓬
平
、
池
田
直

美
（
優
）
田
野
倉
、
斉
藤
英
子
（
良
平
）

田
野
倉
、
中
村
洋
美
（
松
蔵
）
田
代
、

高
橋
博
之
（
多
一
郎
）
莇
平
、
柳
和
男

（
芳
信
）
奈
良
立
、
米
持
千
夏
（
英
雄
）

室
野

秋
の
検
診
（
二
十
九
人
受
診
）

鈴
木
幸
一
（
重
文
）
松
代
、
大
崎
千
奈

子
（
利
信
）
松
代
、
石
野
佳
弘
（
貞
男
）

松
代
、
山
賀
淳
市
（
敏
夫
）
池
之
畑
、

若
井
肇
（
東
治
）
蓬
平
、
小
堺
昭
和
（
純

一
）
蓬
平
、
五
十
嵐
広
美
（
幸
吉
）
会

沢
、
小
野
島
友
美
（
静
夫
）
会
沢
、
室

岡
正
宏
（
春
男
）
仙
納
、
井
上
元
（
功
）

寺
田
、
小
松
正
隆
（
和
夫
）
室
野
、
米

持
義
典
（
実
夫
）
室
野

三
才
児
検
診

春
の
検
診
（
四
十
一
人
受
診
）

横
川
卓
也
（
昭
人
）
松
代
、
西
方
栄
一

（
善
一
郎
）
菅
刈
、
池
田
八
重
子
（
進
）

田
野
倉
、
若
月
信
彦
（
栄
一
）
田
代
、

小
堺
和
恵
（
正
利
）
儀
明
、
若
山
淳
（
昭

一
）
室
野

秋
の
検
診
（
四
十
四
人
受
診
）

関
谷
和
子
（
正
行
）
松
代
、
木
村
ち
ひ

ろ
（
文
夫
）
松
代
、
佐
藤
智
（
春
幸
）

清
水
、
中
村
和
彦
（
藤
作
）
室
野

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

十
一
月
受
付
分
（
受
付
順
）

ご
け
つ
え
戴
園

お
め
で
ζ
つ
鱈
衡

小
堺
春
一
・
山
本
あ
け
み
儀
明
　
源
助

若
井
好
平
・
高
橋
愛
子
　
松
代
　
常
七

関
谷
安
則
・
荻
原
美
智
子
松
代
　
伊
助

若
山
利
夫
・
佐
藤
静
枝
　
室
野
　
出
合

村
山
友
一
．
植
木
京
子
室
野
こ
う
じ
や

鑓験小
山
貴
嵌
難
子
二
男
桐
山
亥
ん

相
沢
和
巌
覇
長
男
菅
刈
こ
う
え
ん

柳
和
姦
邦
讐
女
松
代
す
み
た
や

佐
藤
宏
子
賂
響
女
滝
沢
九
郎
兵
工

小
笠
原
泰
轟
ヂ
虜
松
代
鑛
所

お
く
や
み

（
死
亡
）

宮
沢
卯
市
　
七
二
才

五
十
嵐
武
雄
六
六
才

仲
村
秀
治
郎
七
六
才

萬
羽
ヤ
ス
　
八
三
才

柳
　
シ
ゲ
リ
七
七
才

石
沢
ハ
ル
　
九
二
才

佐
藤
英
一
　
四
九
才

藤
岡
佐
吉
　
六
六
才

下
山
小
荒
戸

儀
明
会
沢
松
代
海
老
室
野
濁

前　
善
助

糀
屋
お
け
や

喜
久
元

い
た
や

美
増
屋

新
や

人ロのうこき
（12月1日現在）

の
の
の
の

　
ヌ
　
　
　
　
　
ヌ
ム

↑
↑
↑
↑

2，047

4，006

4，046

8，052

数
男
女
計

帯
口
世
人

　8

36

44

亡
出
死
転

減計

　5

25

30

生
入
計

出
転
増

（51



出
稼
の㊥

…
…

み
な
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俗

〔　ノ　ー
2
月
か
ら
明
年
3
月
ま
で
、
出
稼
の
み
な
さ
ん
に
町
の
状
況
を
お
し
ら
せ
す
る
た
め
、

　
一
頁
ほ
ど
ふ
や
し
増
刷
し
、
八
名
以
上
の
就
労
先
へ
お
届
け
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
出
稼
先
の
状
況
を
大
い
に
歓
迎
、
み
な
さ
ん
の
お
便
り
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
「
ご
家
庭
の
み
な
さ
ん
へ
」

　
ご
家
庭
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
広
報
を
よ
ま
れ
ま
し
た
ら
、
ご
家
族
の
出
稼
先
へ
お
送
り

下
さ
い
。

水
道
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

】95）

　竣工式の一コマ……浄水場で

「写真左」通水スィッチを入れる、左から秋山町長、新潟県衛

　　　　生部長（代理）、株式会社加賀田組社長（代理）

「写真右」写真ではごらんになれないが、…　…給水部落名の

　　　　上から各々噴水がでている。

　
昭
和
4
8
年
8
月
⑳
日
着
工
い
た
し
ま
し
た
松
代
簡
易
水
道
が

完
成
し
、
十
一
月
十
二
日
竣
工
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
水
道
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
松
代
町
簡
易
水
道

の
あ
ら
ま
し
」
を
、
ご
家
庭
に
配
布
し
お
し
ら
せ
し
て
あ
り
ま

す
が
、
す
で
に
出
稼
さ
れ
た
方
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
一
部

分
を
再
掲
し
お
し
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　3　1　蒲生》
2．17×・7ρ×2．5巳×21

　　　　　　　　　　　　L罵L3学2．5

建設工事の概要
計新潟市神道寺
　　㈱磯田開発設計

工新潟市八千代
　　㈱加賀田組

昭和48年8月10日陶
　昭和51年11月11日

工事期間

　
円
円
円
円
円

　
千
千
千
千
千

　
　
　
ワ
ヲ
つ
び
ヌ
　

円
9
3
0
6
3

　
　
　
　
　
ヌ
　
る

千
5
・
L
3
7
，
a

4
Q
」
　
　
　
　
1
5

2
6

6L7
費
金
費
費
費

7
担
償
事

　
事
負
補
務
工

費
　
気
地
　
末

業
工
電
用
事
流

事総
　
内
　
訳

　
円
円
円
円
円

　
千
千
千
千
千

　
0
0
0
3
1

　
A
U
O
O
つ
」
Q
」

　
8
1
6
8
2

　
6
Q
ゾ
6
3
F
D

　
2
0
6
5
1

　
2
4

　
　
　
　
金

喰
轟
源

補
道
疎
蒲

源
辱
過
蟻

財

施殼及び水位高低図難驚鶉讐鴇）肌鋤。

　　　　　　　　　　　　　L冒L3”，5
一
説

設
　
　
施

麗4．加圧ポンブ（蒲生》

φ◎0×0．05鳩雌n×総359×55K冒×2台
》剛＝1＝

㎜2）
準減圧弁

〆
　　第2送水ポンプ（蒲生》
　　φ6◎×OO66mシ自、ハ×翼85］×5，5“×2台

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2配水池（千年》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．0×10，0×60ロ×2池闘騨L26亨O
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　　　　　　　　　　　　　　　5
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第3送水ポンブ　儀明》
φωメ0．066mO　×859×5，5　×2台
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21団39）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太平
　　　　、敵乞力ロ圧ボンブ（繊）　　（1踏　　　減圧弁

　　　　φ◎0・0．26m8脚X冠25巳㌔3ツ旧×2台　　　　　　　　4　一’Lヨ

（25ト2

　　　　　　　　　　　第1配水池（室野》

　　　　　　　　　　　4D×6．7×3．5×2池K▼L3D3、5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L冒L300．O

沈砂池（1．O×鳩．O×23巳×2池）

取水ポンプ（100×5，5K買塑，　　　急速濾過機

　　　　　　　　　　　　　　　編

驚
口』｝尺

α㍗ト1励

　　導水管弗00C．1．P

　　（260）

水堰堤

ッ
謙
ち

蜘
、

（2学9・噸297）

着耕（56x1β×泌動＼淋池（幼×“×鋤　＼

沈澱池（12，0×27x2ユ巳x2、也）

　　　　　　　　　　第堕kポンブ（浄水場）
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＼
鐙

衡1．加圧ポンプ

φ◎o×026㎡働＾

肇各施設及び部落名（　）内数字は高低を示ず。



設　の　概　要

松代　小荒戸　太平　菅刈　田沢　千年　池尻
犬伏蒲生　儀明　福島　奈良立　室野
松代町大字室野　城川　表流水
　1，098㎡／日

　　　施
1．給水区域

源
量
　
水
　
給
　
大
訳

　
最
　
日
内

水
一

忽
3

区分 計画給水人口 1人1日最大給水量 1日最大給水量

一　　般 4，700人 200ぞ 940．00㎡
学　　校 1，738” 50〃 86．90〃

官公署 80〃 100〃 8、00〃

旅　　館 340〃　・ 70／／ 23．80〃

病　　院 98床 400〃 39．20〃

計 1，098．00”

4．施設の概要
　松代町大字室野地内、城川より表流水を取水し、沈砂地に導入し、取水
ポンプにより浄水場に導水し、薬品注入、ばく布、凝集、沈澱、濾過後浄水

池に浄水を貯留し、消毒の後送水ポンプにより第1配水池に送水し、第1
配水系統の室野、奈良立、福島、池尻に配水するが福島、池尻地区及び奈

良立地区の一部は加圧配水する。

　第1配水系統管末より、自然流下方式により千年地内の第2配水池に送
水された浄水は、第2配水系統である千年、松代、小荒戸、太平、菅刈、
田沢、犬伏地区に給水されるが、菅刈地区については加圧配水とする・又
松代地区への配水は既設配水管に連絡管を接続し、配水する・
　第1配水系統より分岐した蒲生及び儀明地区への送水は加圧式によるも
のとし、各地区内の高所に夫々第3、第4配水池を築造し、浄水を貯水し
配水するが一部の蒲生地区では加圧配水とする。

　また、地形の起伏がはげしい小荒戸、菅刈、儀明の3地区には水圧を調
整するための減圧弁を取りっけた。配水池、水源等の各施設の水位、送配
水流量は電気計装により浄水場で監視し、ポンプ等の運転は自動運転とす
る。また非常時に備え、給水地域内1（12ケ所に消火栓を設置した・

浄水場・・…　室野にあります。

数
駆

得
胸

木
島
喜
兵
衛
　
　
　
五
六
五
票

　
　
（
当
選
六
Q
、
三
四
五
票
）

塚
田

高
島

大
竹

白
川

須
藤
友
三
郎

　
徹
一
．
五
一
六
票

（
当
選
五
六
、
五
五
五
票
）

　
修
　
　
　
九
九
〇
票

（
当
選
五
四
、
三
八
八
票
）

太
郎
．
　
一
．
三
一
四
票

（
次
点
四
八
、
七
六
三
票
）

勝
彦
　
　
　
三
八
六
票

　
　
（
三
〇
、
三
八
五
画
σ

　
　
　
　
　
］
八
六
票

　
　
（
八
、
〇
四
一
票
）

投票率

松
代
町
　
八
六
．
四
五
％

四
区
八
八
．
八
三
％

県

八
三
．
二
四
％

　
十
二
月
五
日
執
行
さ
れ
た
衆
議
院

議
員
選
挙
の
松
代
町
の
投
票
は
、
小

雨
が
降
り
弱
い
冬
型
の
寒
い
悪
天
候

の
下
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
投
票
の
結
果
は
、

　
　
当
日
の
有
権
者
五
、
八
｝
五
人

　
　
投
票
者
数
　
　
五
貞
〇
二
七
人
，

　
　
棄
権
者
数
　
　
　
　
七
八
八
人

　
　
投
票
率
　
八
六
．
四
五
％

で
、
昭
和
四
七
年
十
二
月
一
〇
日
に
執

行
さ
れ
た
前
回
選
挙
の
投
票
率
八
三
・

八
九
％
を
上
ま
わ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
候
補
者
別
の
得
票
数
及
び
投

票
区
別
投
票
率
は
別
掲
の
と
お
り
で
す
。

投票区別投票率

投票率
91．63％

81．97

79．21

87．10

91．04

87．96

93．14

87．50

86．25

94．34

81。64

87．40

89．30

86．86

92．11

83．16

80．89

83．18

86．34

72．41

85．81

87．30

87．91

80．08

86．84

88．46

77．14

78．82

96．80

92．31

86．45

．
暁
榔
．
囎
．
練
瞬
．
耀

　
曽
松
噺
蓬
清
桐
池
小
下
海
孟
滝
田
蒲
儀
寺
莇
田
菅
福
室
木

　
L
区
2
3
4
ε
α
⑦
＆
9
α
L
2
3
生
ε
G
ヱ
＆
9
α
L

　
．
票
　
　
　
　
　
　
　

1
1
1
1
1
1
1
1
1
，
2
2

・
第
投

区票投

年
平
田
伏
子
平

太
新
中

　
●
　
　
　
　
0

戸
代荒
　
島

千
小
松
犬
苧
名

2
　
3
4
5
　
6

n
乙
　
n
∠
　
2
　
2
　
n
乙

所
山
貫

濁
　
　
桐

均

27．

28．竹

291片
30．小

平
（7）



完成した公営住宅です。建設された場所は

松代上町町民プール第1号のある山の裏側南

向で、千年部落と連山の展望は美しく最良の

住宅地です。

住宅への道路も完備しています。

総
合
中
学
校

　
　
用
地
整
地
が
終
り
ま
し
た

　
九
月
一
日
か
ら
二
ヶ
月
間
の
工
期
と

い
う
協
定
で
、
陸
上
自
衛
隊
第
1
2
師
団

の
手
で
行
な
わ
れ
て
い
た
統
合
中
学
校

用
地
の
整
地
が
m
月
下
旬
に
終
了
、
銘

日
に
町
に
引
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
写
真
は
整
地
さ
れ
た
校
地
で
、
白
点

線
の
部
分
で
す
。
実
線
は
校
舎
予
定
位

置
で
北
側
、
手
前
の
方
が
南
で
す
。

居千です四は設居のハたれ
者な円で工〇四五け室でブこして住

期
は
6
月
1
9
日
か
ら
11
月
1
5
日
ま

、
請
負
工
事
費
三
千
七
六
一
万
七

、
中
村
工
務
店
の
施
行
で
し
た
。

お
、
入
居
料
は
一
万
五
千
円
で
入

は
す
で
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

立
派
な
公
営
住
宅
が

　
完
成
い
た
し
ま
し
た

匹
宅
難
解
消
の
た
め
建
設
が
進
め
ら

㌧
お
り
ま
し
た
公
営
住
宅
が
完
成
い

レ
ま
し
た
。

』
の
住
宅
は
ご
覧
の
よ
う
に
、
プ
レ

・
建
築
で
三
階
建
、
八
戸
一
棟
の
も

・
あ
り
、
一
階
は
車
庫
二
、
三
階
が

土
で
二
階
に
出
入
す
る
よ
う
階
段
が

u
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。
　
一
戸
の
面
積

仙
五
．
四
七
㎡
（
約
一
七
坪
）
で
延

口
三
．
七
六
㎡
（
約
＝
二
五
坪
）
で

医療費無料のおとしよりさんへ

私は、医療費は無料なんだから健康

保険の保険証はいらないんだと思って

おられる方がおられましたら、それは

間違いです。

・一家のご主人が、出稼ぎ先の社会保

険に加入されると、おとしよりの方も

いっしょに事業所の健康保険に入るこ

とになりますので、お医者さんにか～

っている人や、これからか』りたいお

としよりの方はお医者さんに、ご主人

が送ってくれた保険証を必ずもってい

って、医療機関の指示を受けるように

して下さい。

医療機関では、あなたのカルテを国保

から事業所の健保に書きかえる仕事が

待っているからです・

多 出稼されているこ注人へ

　一般的に家のとしよりは、医療費は

無料なんだから出稼先の健康保険には

関係ないんだと思っておられる方が、

まだあるようですカミこれは間違いです。

おとしよりの医療費は、お医者さん

に、かかった7割を加入している健康

保険で負担し、残りの3割（自己負担

分）を国と県と町がお金を出しあって

負担するから無料になるわけです。で

すから出稼先で健康保険に加入された

ら、扶養家族として、おとしよりをお

もちの方は必ず事業所の健康保険に加

入させなければならないことになって
　　　　　　　　　　　　　（8）
おります。

（国保係）



扶
養
家
族
の
認
定
に
つ
い
て

　
出
稼
先
で
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加

入
す
る
と
き
は
、
い
つ
も
被
扶
養
者
の

認
定
に
つ
い
て
問
題
に
な
り
ま
す
が
、

全
国
土
木
国
保
に
加
入
さ
れ
る
場
合
は

所
得
．
年
令
・
扶
養
状
況
等
に
い
っ
さ

い
関
係
な
く
、
同
一
世
帯
で
あ
れ
ば
届

出
に
よ
っ
て
全
員
が
加
入
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
社
会
保
険
に
加
入

さ
れ
る
方
で
、
被
扶
養
者
を
お
も
ち
の

方
は
、
必
ら
ず
社
会
保
険
に
被
扶
養
者

認
定
の
手
続
き
を
と
っ
て
、
出
稼
先
の

健
康
保
険
証
に
の
せ
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。

　
認
定
に
必
要
な
書
類
（
住
民
票
・
所

得
証
明
等
）
は
役
場
に
あ
り
ま
す
か
ら

国
保
係
に
ご
，
連
絡
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
保
係
）

過
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
留
守
家

族
を
安
心
さ
せ
安
定
し
た
明
る
い
就
労

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
正
月
帰
省

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　
帰
省
バ
ス
の
申
込
み
は
お
済
み
と
思

い
ま
す
が
再
赴
任
．
ハ
ス
も
ご
利
用
下
さ
い
。

の
就
労
先
で
の
出
来
事
、
会
社
の
紹
介
、

仕
事
の
こ
と
、
寮
生
活
、
何
ん
で
も
結

構
で
す
。
写
真
が
あ
れ
ば
一
諸
に
お
送

り
下
さ
い
。

　
投
稿
が
多
い
と
き
は
「
広
報
ま
つ
だ

い
」
に
登
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

〃　●ら〃職業係か
　
皆
さ
ん
が
故
郷
を
離
れ
て

早
一
ヶ
月
、
松
代
は
寒
さ
が

厳
し
く
な
り
招
か
ざ
る
冬
将

軍
の
到
来
と
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
出
稼
先
の
景
気
は

い
か
が
で
す
か
。
求
人
数
か

ら
見
る
と
若
干
回
復
の
き
ざ

し
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
の
で
は
と

案
じ
て
お
り
ま
す
。

　
町
で
は
明
る
く
事
故
の
な

い
健
全
な
就
労
を
図
る
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

※
正
月
帰
省
バ
ス
の
運
行

　
就
労
期
間
中
に
皆
さ
ん
が

一
時
帰
省
し
楽
し
く
正
月
を

※
地
方
新
聞
の
配
布

　
就
労
先
の
出
稼
者
に
地
域
社
会
の
状

況
を
伝
え
安
定
し
た
就
労
を
図
る
た
め

八
名
以
上
就
労
し
て
い
る
（
四
〇
事
業

所
）
グ
ル
ー
プ
に
新
潟
日
報
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
。

※
文
集
「
ゆ
き
の
故
郷
」
の
作
成
送
付

　
小
中
学
生
の
作
文
を
主
と
し
て
作
成

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
出
稼
者
か

ら
の
お
便
り
も
登
載
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
投
稿
お
願
い
し
ま
す
。
皆
さ
ん

※
広
報
ま
つ
だ
い
の
送
付

　
出
稼
先
で
留
守
家
族
の
状
況
、
松
代

町
内
の
動
向
等
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
お
送
り
し
ま
す
。

　再赴任の受付は……・1月2目1日限りでず

　受付は1月2日午前9時から午後3時まで役場職業
係でいたします。電話等で申込んで下さい。この時間

以外は一切受付をいたしませんのでご了承下さい。

　　　　　　＜再赴任バス運行計画＞

松代～東京　　松代～名古屋

第一次案
（降雪のない場合）

　役場前発　午後4時　東京・名古屋へ

第二次案
（若干の降雪の場合）

　役場前発午後4時大島乗替で東京・名古屋へ

㊨
の
手
続
き
は

　
　
　
お
済
み
で
し
ょ
う
か

　
　
ー
お
確
か
め
く
だ
さ
い
、

　
　
　
あ
な
た
の
定
額
貯
金
証
書
ー

　
た
だ
い
ま
郵
便
局
で
は
、
昭
和
四
十

九
年
九
月
二
十
三
日
以
前
に
お
預
け
に

な
っ
た
定
額
貯
金
の
お
利
息
が
有
利
に

な
る
手
続
き
（
暦
の
手
続
き
）
を
お
取

り
扱
い
し
て
い
ま
す
。
手
続
き
は
簡
単

で
す
。
定
額
貯
金
証
書
を
お
近
く
の
郵

便
局
の
窓
ロ
ヘ
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
、

郵
便
局
で
は
、
貯
金
証
書
に
「
（
⑭
」
の

表
示
を
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
お
取
扱
い
は
、
昭
和
五
十
二
年

一
月
十
三
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
手
も
と
の
定
額
貯
金
証
書
を

お
確
か
め
の
う
え
、
ま
だ
お
済
み
で
な
，

い
場
合
は
、
お
つ
い
で
の
折
に
で
も
こ

の
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
郵
便
局
の
窓
口
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

年
賀
状
は
お
出
し
に

　
　
　
な
り
ま
し
た
か
〃
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
年
賀
状
は
十
二
月
十
五
日
か
ら
受
付

け
て
い
ま
す
。
年
末
が
お
し
迫
っ
て
か

ら
差
し
出
さ
れ
ま
す
と
、
元
旦
に
間
に

合
い
ま
せ
ん
。
　
一
日
も
早
く
お
書
き
に

な
っ
て
差
し
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▲
あ
て
名
は
く
わ
し
く
は
っ
き
り
と

○
○
町
○
○
丁
目
○
番
○
号
「
○
○
荘
」

「
○
○
様
方
」
と
忘
れ
ず
に
お
書
き
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
郵
便
番
号
も
記
入
わ
く
に
、

万
年
筆
か
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
は
っ
き
り
と

書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
▲
小
・
中
学
生
や
未
成
年
の
人
は
、

世
帯
主
の
名
前
か
、
屋
号
を
必
ず
書
い

て
く
だ
さ
い
。
小
さ
な
子
供
さ
ん
の
名

前
だ
け
で
す
と
配
達
に
大
変
困
っ
て
お

り
ま
す
。

　
▲
同
姓
同
名
の
方
が
た
く
さ
ん
お
ら

れ
ま
す
。
必
ず
世
帯
主
の
方
名
や
、
屋

号
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
◎
小
包
は
速
達
で
：
：
・
◎

年
末
贈
答
小
包
や
お
餅
も
一
日
も
早
く

お
出
し
く
だ
さ
い
。
年
の
瀬
も
お
し
迫

っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
年
内
に
配
達
に

な
る
に
は
、
速
達
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。

包
装
は
し
っ
か
り
と
、
荷
札
も
二
枚
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

（9）



あ
な
た
も
ご
出
品
を

　
　
　
　
　
松
代
町
書
初
展
覧
会

窃
期
日

　
　
昭
和
5
2
年
，
月
1
8
日
～
19
日

　
観
覧
時
間

　
　
B
日
“
午
前
九
時
～
午
後
四
時

　
　
19
日
“
　
　
〃
　
　
正
午

　
　
（
こ
の
展
覧
会
が
終
了
し
て
か
ら

　
　
児
童
・
生
徒
作
品
の
み
、
本
校
単

　
　
位
に
町
を
巡
回
い
た
し
ま
す
。
）

窃
会
場
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

Ω
一
般
作
品
の
受
付

　
　
，
月
1
3
日
ま
で
に
町
総
合
セ
ン
タ

　
　
ー
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。
作
品
の

　
　
裏
に
鉛
筆
で
本
氏
名
を
書
い
て
く

　
　
だ
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
恒
例
の
書
初
展
覧
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
部
門
は
小
・
中
学

校
の
部
と
一
般
の
部
で
す
。
　
一
般
の
部

は
規
定
は
な
く
自
由
で
す
。
競
書
で
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
新
年
を
迎
え
て
の
書

き
は
じ
め
と
い
う
意
義
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
ふ
る
っ
て
ご
出
品
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
作
品
は
終
了
後
お
返
し
い
た

し
ま
す
。

　
な
お
、
作
品
は
最
善
を
つ
く
し
て
管

理
い
た
し
ま
す
が
、
万
一
、
破
損
よ
ご

れ
等
が
で
き
ま
し
た
と
き
は
補
償
で
き

か
ね
ま
す
の
で
お
含
み
く
だ
さ
い
。

　
皆
様
の
ご
出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
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第
三
回
囲
碁
大
会

っ
あ
　
っ
し
　
づ
ふ

灘
菰
欝
編

購
専
蕪
羅

纏
歯
、
鰍
魏
胱
諺
バ

難
諺
難
踊

糞撃時ま

で
と
し
、
町

巽
㌶
船
墨
仔
　
総
合
セ
ン
タ
ー
で

け
》
”
》
弦
仔
　
行
い
ま
す
。
当
日

　
　
　
　
　
　
八
時
三
十
分
に
集

　
　
　
　
　
　
合
く
だ
さ
い
。

②
対
局
の
き
ま
り
は

　
△
対
局
は
組
分
け
し
て
リ
ー
グ
戦
を

　
　
原
則
に
い
た
し
ま
す
が
、
参
加
者

　
　
数
に
よ
り
協
議
し
て
変
更
す
る
こ

　
　
と
が
あ
り
ま
す
。

　
△
勝
負
は
一
局
と
し
ま
す
。

　
△
段
・
級
位
の
明
ら
か
で
な
い
人
に

　
　
つ
い
て
は
開
始
前
に
全
員
で
協
議

　
　
し
て
決
定
し
ま
す
。

　
△
時
間
が
あ
れ
ば
各
組
代
表
で
決
勝

　
　
対
局
を
行
な
い
ま
す
。

　
△
同
段
（
級
）
者
の
対
局
は
互
先
と

　
　
し
、
こ
み
は
四
目
半
と
し
ま
す
。

　
△
一
級
差
の
対
局
は
下
級
者
を
先
手

　
　
と
し
ま
す
。

　
△
二
級
差
以
上
は
一
目
宛
（
二
級
差

　
　
は
二
目
）
と
し
ま
す
。

③
参
加
資
格
は
松
代
町
住
民
に
限
り
ま

　
す
。
1
2
月
貿
日
正
午
ま
で
と
、
1
月

　
6
日
～
7
日
に
町
総
合
セ
ン
タ
ー
に
、

　
住
所
・
氏
名
・
段
・
級
を
申
込
み
く

　
だ
さ
い
。
電
話
は
7
1
2
3
0
1
で

　
す
。第2回

　力ルタとり大会

　
目
的
は
卓
球
と
同
じ

で
す
。

①
大
会
日
は
1
月
6
日

　
午
後
1
時
か
ら
で
、

　
会
場
は
町
総
合
セ
ン

　
タ
ー
で
行
な
い
ま
す
。

②
大
会
は
、
百
人
一
首

　
を
自
作
し
た
大
き
な

　
も
の
と
普
通
の
も
の

　
を
使
用
し
、
い
ろ
い

　
ろ
と
取
り
合
う
競
技
を
い
た
し
ま
す
。

　
（
万
羽
卓
司
氏
指
導
）

③
参
加
資
格
は
自
由
で
す
。
親
子
同
伴

　
を
歓
迎
し
ま
す
。

④
組
編
成
や
遊
び
方
法
は
参
加
人
数
に

　
よ
り
当
日
決
定
い
た
し
ま
す
。

⑤
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
日
、
時
間
ま
で
に
会
場
に
お
集
り

　
く
だ
さ
い
。

第4回
少年少女卓球大会

　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
G

　
新
年
を
迎
え
て
の
正

月
休
み
を
健
康
に
楽
し

く
す
ご
す
こ
と
を
目
的

に
行
な
い
ま
す
。

①
大
会
日
は
一
月
六
日

　
午
前
九
時
開
始
と
し
、

　
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で

　
行
い
ま
す
。

②
試
合
は
、
小
学
校
．

　
中
学
校
別
に
分
け
、

　
分
団
対
抗
と
し
ま
す
。

③
チ
ー
ム
の
編
成
は
男
子
三
名
補
員
一

　
名
・
女
子
二
名
補
員
一
名
の
計
七
名

　
と
し
、
五
名
対
戦
と
し
ま
す
。

④
（
チ
ー
ム
の
編
成
は
学
校
の
先
生
の

　
指
導
を
受
け
て
編
成
し
て
く
だ
さ
い
。
）

⑤
試
合
方
法
は
申
込
チ
ー
ム
数
に
よ
り

　
公
民
館
が
決
定
し
ま
す
。

⑥
用
具
は
ラ
ケ
ッ
ト
及
び
ズ
ヅ
ク
靴
を

　
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
申
込
期
限
は
1
2
月
器
日
ま
で
に
所
定

　
の
様
式
で
公
民
館
へ
。

年
末
・
年
始
の
防
犯

〃
現
金
の
保
管
は
確
実
に

　
・
必
要
以
上
の
現
金
は
家
に
置
い
た

　
　
り
持
ち
歩
か
な
い
よ
う
に
。

　
・
金
は
金
庫
に
入
れ
る
か
、
ド
臥
ボ

　
　
ー
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
保
管
を

　
　
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
・
印
鑑
と
通
帳
は
別
に
保
管
す
る
。

〃
暴
力
は
見
て
も
聞
い
て
も
警
察
へ
〃

　
・
言
い
が
か
り
を
つ
け
ら
れ
な
い
よ

　
　
う
自
身
で
注
意
を
、
暴
力
に
合
っ

　
　
た
ら
警
察
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
ー

1”松之山地域の電話

1　　　ダイヤル式電話にきりかえ“

025596一一市外局番

　12月1日、（水）、午前10時から松之山地

域の電話は、ダイヤル式電話になり、電話

番号が変りましたので、電話をおかけのさ

いは、ご注意ください。


